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１０分間テスト

　筆算で！行って下さい。
「手を抜いて計算するためには、無駄な桁を省く」

１）１ｍｍの刻みのある物差しで体積を測った。
　　縦　　２．１１ｃｍ、
　　横　　３．２２ｃｍ、
　　高　　４．３２ｃｍ　であった。
　　体積は？
　　

２）この物体を、1ｍｇまで表示する天秤で質量を測り、
　　質量は
５０．７８９ｇ　であることがわかった。
　　密度は？

有効数字
物理量を報告するのにふさわしい桁までの数値のこと。
何桁目までが意味があるのかを、意識して計算し、報告する。

１）データの桁数程度で報告することになる（ことが多い）。

例　１ｍｍの刻みのある物差しで体積を測った。
　　縦　　２．１１ｃｍ、
　　横　　３．２２ｃｍ、
　　高　　４．３２ｃｍ、　体積は？
　　電卓　Ｖ=
２９．３５０９４４ｃｍ３

　　　　２１１ 　　　６７９４　　　
　　ｘ　３２２ 　　ｘ　４３２
　　　　４２２ 　　１３５８８
　　　４２２ 　２０３８２
　　６３３ 　 ２７１７６
　　６７９４２ ２９３５００８

２９．３
 cm3

四捨五入の都合により精度を
落とすことは避ける
一桁余計に計算に使う。
３桁のデータなら計算は４桁

２）精度の悪いほうへ合わせる。

例　１ｍｍの刻みのある物差しで体積を測り、1ｍｇまで
　　表示する天秤で質量を測った。
　　体積はＶ=
２９．３５ｃｍ

３、質量は
５０．７８９ｇ、
　　密度は？

　　電卓　ｄ=
１．７３３４１２９６９ｇ／ｃｍ３

　　　　　　　　１７３　　 　　　
２９３５　）５０７８９ 　　
　　　　　　２９３５ 　　
　　　　　　２１４３９ 　
　　　　　　２０５４５
　　　　　　　　８９４０
　　　　　　　　８８０５
　　　　　　　　　１３５

１.７３
 g/cm3

計算途中はひと桁余分にとる


